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秋の四国の山、今年で4回目になる。今回の山域は赤石山系、筏津(いかだづ)登山口～東赤石山～西赤
石山～日浦登山口までのコース、新メンバーの鈴木美帆子さんも加わり、紅葉の山を楽しく縦走した。
10/29(土):
刈谷4：00出発、筏津登山口に11：00到着。身支度を済ませ登山口を11：30に出発する。1時間ほど歩
き休憩していると下山口に車を回し登ってきた岸上さん、谷口さんが追いつく。早い！！。15：30に赤石山荘跡
付近のテン場に着く。3張りのテントを設営し、皆さんお楽しみの宴会を始める。ウクレレ隊(西川さん、谷口さん、
美帆子さん、婷婷さん)の素敵な伴奏で「カントリー・ロード」、「 With Mountains 」、「岳人の歌」などなど秋の
夜空にこだました。我々以外誰もいない静かな山中、楽しい時間を過ごした。最高！！
10/29(日):
出発前のラジオ体操で体をほぐし、6:40に東赤石山へ向う。天候は曇りガスの中を歩く、東赤石山山頂7：15
に着く。集合写真を撮り、権現山方面(5分程先）にある三角点まで往復する。山頂はガスがかかり展望がきか
ない。残念。八巻山経由で赤石山荘跡(テント場)まで下る。休憩後、西赤石山へ向う。前赤石山付近の岩場
のトラバースを慎重に行く。1時間45分で西赤石山山頂に着く。ガスも晴れ、瀬戸内海、新居浜市内が一望で
きる。眺望は抜群！ 山頂をあとに銅山越まで行く。峠には供養塚があり、歴史を感じる。ここから岸上さん、谷
口さんが先発で下り、登山口に止めていた車を回収する。後発の6名は旧別子銅山の数々の遺跡、「歓喜抗」、
「集落跡」、「劇場跡」、「小学校跡」、「酒造所跡」など見学しながら日浦登山口まで下る。岸上さん、谷口さん
はすでに車を回収し待っていた。別子温泉(マイントピア別子）で汗を流し刈谷へ向う。
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10/28(土)曇り

04:00 刈谷出発

11:00 筏津登山口着
11:30 登山口発

12:30 1本
※1岸上さん・谷口さん

と合流

15:30 赤石山荘跡着
(テント泊)

※1下山口に車を回し
登ってきた岸上さん、
谷口さんと合流。感謝!!

10/29(日)曇り-晴れ

06:40赤石山荘跡発
(テント場)

07:15 東赤石山着

08:05 八巻山着

08:45 赤石山荘跡着

10:00 物住頭着

10:50 西赤石山着

12:40 銅山越着

14:20 日浦登山口着

金子

11  7

岸上薫
SL西川徹朗
谷口壮耶 津田廣一
町田修 鈴木美帆子
古 婷婷 金子清東・西赤石山

四国 赤石山系

親睦山行

毎年思うが四国は遠い、4時に出発しても着いたら11時。登山には遅い時間からスタート、初日は東赤石山の
山頂は踏めず赤石山荘まで。２日目の行程が長くなり、計画より下山に時間が掛かった。この季節は日も短く
なってきているため、余裕を持った計画の作成が重要と感じた。来年の四国登山の計画に生かしていきます。
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１日目：久しぶりに、テント泊の荷物を背負っての山行となり暑さも
相まって、コースタイムが伸びませんでした。爺ケ岳南峰到着後は、
テント場の場所取りの事もあり先発隊（岸上さん、谷川さん）と後発
退（山口さん、小栗）に別れて進む事になった。直前の辞退者がい
たため、V8のテントを張る場所が必要だったのだが、先発隊のおか

げで無事にテント場を確保でき、快適なテント場での活動ができま
した。後発退は小栗が高山病になってしまい、テント場到着に先発
隊の＋1時間以上を要してしまった。体力づくりだけではなく、高山

病対策の必要を痛感しました。テント場では、食料担当の山口さん
の料理がとても美味しく、持って行ったトランプでの大貧民大会もあ
りとても楽しい宴会になりました。テントが広かったこともあり、全員
十分な睡眠＆休養が取れて翌日の山行には全員が万全の体調で
臨むことができました。2日目：飲みすぎたが、グッスリ寝て朝4時起

床。朝のハイキングロードのような稜線は花が綺麗で、立山連峰も
雲海の中に見え、素晴らしい。鹿島槍ヶ岳南峰までコースタイム２
時間だが１時間20分程で到着、さて次は北峰で25分とあるが、これ

が嘘ばっかり。久しぶりの岩稜地帯で目が眩んだ。倍の時間をか
けてやっと登頂。充実感のあるルートだ。なるほど南峰も北峰から
みると槍ヶ岳の。種池山荘はピザが美味しそうだが、それを横目に
ひたすら下るように尖ってる。後は爺ヶ岳の中蜂を越えて、ひたす
ら下る。雨もあって時々滑る。一度こけそうになってポールが曲
がった。そんなこんなで13時30分には無事下山完了。素晴らしい

山行を共にした仲間に感謝です。注意点はこの季節、アブ・ブヨに
刺されるので、肌露出少な目とステロイド薬は必須です。

東赤石山山頂皆さん！ お休みなさ～い

ふたり仲良く合唱♪

これから登山開始

楽しい食事

10/29(土)～10/29(日)筏津(いかだづ)～東赤石山～西赤石山～日浦

はじめの1本！
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かっこいい～！

重た～い！ ススキ 秋ですね

慎重に歩く

ピント 合ってる？

赤石山荘(休業中)

危険箇所通過 皆さん笑顔

サングラスに注目

あと少し 頑張れ！

10/29(土)～10/29(日)筏津(いかだづ)～東赤石山～西赤石山～日浦
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西赤石山山頂 自撮りの練習

銅山越

お疲れさまあと少しでゴール下り 長～い！ 一服

歓喜抗

10/29(土)～10/29(日)筏津(いかだづ)～東赤石山～西赤石山～日浦
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